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「学生FDサミット2017春」参加報告と学生への効果












































































参加者は両日とも，サミットの運営者によって決められた 1 組 6 人を基本としたグ
ループに分けられた。このグループは，所属する大学や，教員，職員，学生といった立
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81
【資料】 分科セッション「教室内での学び」のグループワーク発表にて挙げられた意見
の一覧
　　 調査協力：倉本和輝，遠藤幹人
・学生が質問のために教員の研究室を訪ねる（mailでも可）
・あだ名で呼ぶ
・ご飯を一緒に食べに行く
・学生主導でバーベキューをする
・イベントを一緒に計画し行なう
・授業にディスカッションを多く取り入れる
・一緒に本を作る
・教職員の会議に学生が出席する
・学生会が授業に対する意見を言えるようにする
・授業アンケートを行なう
・SNSでの交流（LINEなども含む）
・挨拶運動を行う
・運動会を開きともに汗を流す
・学生と教員が一つの課題について話し合う
・イベント（しゃべり場・オープンキャンパス）を設ける
・教室の隣に研究室を作る（高校の理科室と理科実験室のようなイメージ）
・教員紹介をリレー形式で行い，冊子にする
・月に一度程度のミーティングを行なう
・合コンをする
・教員と学生でシェアハウスをする
・オフィスタワーの開放をし，訪問の機会をつくる
・椅子・机を動かしやすいものにする（アクティブラーニングしやすくする）
・同じ気持ちで授業をする
・アドバイザーやSAといった仲介人に，間に入ってもらう
・研究所でお茶・寝泊りできるようにする（こたつがある研究室が存在するらしい）
・授業を少人数制にする
・とにかくノリよくフレンドリーに接し合う
・授業後に交流会を開く
